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１．概要（Summary） 

金属ガラスは高強度であるものの、比較的脆い材料で

あることが知られている。金属ガラスの高強度を活かして

構造材料としての活用を図るためには、延性を確保し、機

械的強度が穏やかに低下し、急激な破壊過程が生じない

よう改良していく必要がある。最近、メッキあるいはスパッ

タ法を用いて金属ガラスに金属被覆を施すと、延性が向

上することが明らかになりつつある。 
そこで本研究では、Zr基金属ガラス材にメッキ法あるい

はスパッタ法を用いて金属被覆を施し、疲労試験（超音波、

20kHz）を行うことにより、疲労強度が向上することを期待

した。今年度はまずメッキ法による金属被覆の条件を調べ

る目的で、Zr 基金属ガラス上に銅メッキを行い、その性状

を光学顕微鏡で観察した。 
 
２．実験（Experimental） 
 まず始めに、典型的金属ガラスとして知られる

Zr55Al10Ni5Cu30 合金の母合金をアーク溶解炉を用いて

熔製し、得られた母合金から傾角鋳造法を用いて直径

7mm の金属ガラス丸棒を作製した。 
 次に、本研究で使用した Zr-Al-Ni-Cu 金属ガラスの構

成元素の一つである銅(Cu)をメッキ膜として選択し、金属

ガラス丸棒上にメッキを施した。硫酸銅浴を用い、5 mA / 
cm2、10 分 の電解めっきを行った。 
  
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig. 1 には、Zr-Al-Ni-Cu金属ガラス丸棒上に銅メッキ

を施した試料の外観写真である。粘着テープを巻いてピ

ール試験を行った結果、目視では銅メッキ層はまったく剥

離せず、優れた密着性を示した。 
 さらに銅メッキ層を表面方向から観察した写真を Fig. 2
に示す。膜厚は約 1 μmである。図を見ると明らかなように、

銅メッキ層は網目状に析出しており、下地の金属ガラス表

Fig. 1 Outer view of a Cu-coated Zr-based glass. 

 
 
Fig. 2 Surface morphology of a deposited Cu layer. 
 
面が透けて見える状態であった。緻密でピンホールの無

いメッキ層を作製するためには、今後、膜厚をさらに厚くし

てゆく必要があることが分かった。 
４．その他・特記事項（Others） 
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